
　

二
〇
一
〇
年
一
月
に
亡
く
な
っ
た
ミ
ス
テ
リ

作
家
北
森
鴻
に
、『
暁
の
密
使
』
と
い
う
歴
史

ロ
マ
ン
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
一

九
〇
一
年
に
中
国
側
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
入
り
を
目

指
し
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
消
息
を
絶
っ
た
能

海
寛
を
主
人
公
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
親
本
は

二
〇
〇
五
年
の
刊
行
、
現
在
で
は
文
庫
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
宗
教
的
な
使
命
に
燃
え
る
主

人
公
は
、
こ
の
作
家
に
し
て
は
や
や
造
形
的
に

物
足
り
な
い
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
副
主

人
公
と
も
い
え
る
河
口
慧
海
は
強
烈
な
個
性
を

示
し
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
辟
易
さ
せ
ら
れ
る
。

作
者
は
、
彼
ら
二
人
の
旅
程
を
追
う
よ
う
に
み

せ
て
、
実
は
チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
緊
張
し
た
国

際
情
勢
を
面
白
が
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

こ
に
サ
ス
ペ
ン
ス
を
盛
り
上
げ
る
書
き
ぶ
り

に
、
さ
す
が
北
森
、
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
同
様
の
関
心
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
問

題
を
核
と
す
る
国
際
政
治
社
会
の
フ
ィ
ー
ル
ド

の
な
か
に
、
あ
の
有
名
な
大
谷
探
検
隊
の
活
動

を
置
い
て
、
そ
れ
を
学
術
的
に
検
討
し
て
み
る

と
ど
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
か
。
こ
の
、
な
か

な
か
面
白
い
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
た
本
が
出
版
さ

れ
た
。

　

大
谷
光
瑞
（
一
八
七
六
～
一
九
四
八
）
が
主
宰

し
た
大
谷
探
検
隊
と
い
え
ば
、
内
陸
ア
ジ
ア
の

調
査
で
有
名
で
あ
る
が
、
実
は
、
ア
ジ
ア
の
広

域
で
多
様
な
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
、
近
年
次

第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
柴

田
幹
夫
編
『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア

─
知
ら
れ

ざ
る
ア
ジ
ア
主
義
者
の
軌
跡
』（
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
〇
）
は
、
光
瑞
の
活
動
の
総
体
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
分
野
の
人
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

本
論
集
、
白
須
淨
眞
編
『
大
谷
光
瑞
と
国
際
政

治
社
会

─
チ
ベ
ッ
ト
、
探
検
隊
、
辛
亥
革
命
』

は
そ
の
続
編
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
、ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
。

国
際
政
治
社
会
か
ら
、
光
瑞
の
活
動
は
ど
の
よ

う
に
見
え
る
の
か
を
、
資
料
と
し
て
外
務
省
の

外
交
記
録
を
活
用
し
て
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ

る
。
白
須
は
、『
大
谷
光
瑞
と
ア
ジ
ア
』
に
載

せ
た
論
文
「
日
本
国
外
務
省
外
交
記
録
と
大
谷

探
検
隊
の
研
究

─
近
八
年
の
回
顧
と
新
た
な

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
設
定
」
に
お
い
て
、
こ
の

研
究
手
法
の
有
効
性
を
力
説
し
て
い
た
が
、
今

回
、彼
は
ま
さ
に
他
の
研
究
者
を
巻
き
込
ん
で
、

そ
れ
を
実
行
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
大
谷
探

検
隊
の
行
動
が
国
際
政
治
社
会
と
無
関
係
で
あ

る
は
ず
が
な
い
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
事
実
は

想
像
以
上
で
、
彼
ら
は
国
際
舞
台
の
上
で
皆
の

注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
、
収
録
さ
れ
た
十

外
交
記
録
か
ら
分
か
る

　
　
光
瑞
の
国
際
政
治
社
会
で
の
活
動

中
野 

照
男

白
須
淨
真
編

大
谷
光
瑞
と
国
際
政
治
社
会

―
チ
ベ
ッ
ト
、
探
検
隊
、
辛
亥
革
命
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23　　外交記録から分かる光瑞の国際政治社会での活動

篇
の
論
文
か
ら
否
応
な
く
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
論
集
は
、
二
部
で
構
成
さ
れ
、
第
一
部
は

「
国
際
政
治
社
会
に
お
け
る
大
谷
光
瑞
と
そ
の

ア
ジ
ア
広
域
調
査
活
動
」、
第
二
部
は
「
辛
亥

革
命
と
チ
ベ
ッ
ト
と
大
谷
光
瑞
」
と
名
づ
け
ら

れ
、
各
部
に
五
篇
ず
つ
の
論
文
が
配
さ
れ
て
い

る
。
第
一
部
に
は
、
金
子
民
雄
「
英
露
対
立
か

ら
英
露
協
商
期
に
お
け
る
国
際
政
治
社
会

─

チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
中
心
と
し
て
」、
白
須
淨
眞

「
野
村
栄
三
郎
に
よ
る
第
三
次
大
谷
探
検
隊
の

消
滅
と
新
・
三
次
隊
の
編
成

─
英
国
イ
ン
ド

政
庁
の
カ
ラ
コ
ル
ム
・
パ
ス
通
過
拒
否
と
そ
の

余
波
」、ブ
リ
ッ
ジ
・
タ
ン
カ
（
宮
本
隆
史
訳
）「
日

本
仏
教
徒
の
近
代
的
転
成

─
大
谷
光
瑞
の
中

央
ア
ジ
ア
探
検
」、
奥
山
直
司
「
青
木
文
教
と

河
口
慧
海

─
「
西
蔵
大
蔵
経
問
題
」」、
高
木

康
子
「
大
谷
探
検
隊
関
係
入
蔵
者
資
料
の
現
状

─
青
木
文
教
資
料
を
中
心
に
」
を
収
め
る
。

　

金
子
は
、
英
国
イ
ン
ド
政
庁
の
外
交
記
録
を

駆
使
し
、
英
国
と
ロ
シ
ア
の
関
係
が
対
立
期
か

ら
協
商
期
へ
と
変
化
し
た
の
に
伴
っ
て
、
英
国

の
チ
ベ
ッ
ト
政
策
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

を
丹
念
に
追
い
、
そ
れ
が
光
瑞
や
野
村
栄
三

郎
、
橘
瑞
超
の
活
動
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
示
唆

し
た
。
白
須
の
論
文
は
、
金
子
の
論
文
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
英
露
が
協
調
し
、
チ

ベ
ッ
ト
に
対
し
て
互
い
に
政
治
的
に
不
干
渉
で

あ
ろ
う
と
申
し
合
わ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
英

国
側
の
眼
に
は
、
光
瑞
た
ち
の
行
動
が
政
治
的

な
も
の
と
映
り
、
不
信
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
こ

と
、
そ
の
た
め
に
野
村
が
申
請
し
た
カ
ラ
コ
ル

ム
峠
の
通
過
が
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
、
外

務
省
の
外
交
記
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

た
だ
し
、
橘
が
地
理
学
の
学
術
雑
誌
に
予
告
し

た
第
三
次
探
検
隊
の
行
動
予
定
が
、
実
際
の
行

動
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
光
瑞
の
側
に
も
政
治
的
な
意
図
を

持
っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
た
。
ブ
リ
ッ
ジ
・
タ
ン

カ
は
、
大
谷
探
検
隊
の
行
動
を
、
仏
教
教
団
に

よ
る
社
会
変
革
、
社
会
の
近
代
化
と
位
置
付
け

得
る
こ
と
を
、
宗
教
史
研
究
の
側
面
か
ら
指
摘

し
た
。
奥
山
直
司
の
論
文
は
、「
大
正
の
玉
手

箱
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
扱
っ
て
い
る
。

河
口
慧
海
が
持
ち
帰
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の

な
か
に
、
実
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
が
光
瑞
に

贈
呈
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
青
木
文
教
と
河
口

慧
海
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
の
経
緯
を
、
当

時
の
新
聞
記
事
を
基
本
的
な
資
料
と
し
て
追
及

し
、
新
し
い
見
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
高

木
康
子
は
、
青
木
文
教
が
将
来
し
た
チ
ベ
ッ
ト

関
連
資
料
を
丹
念
に
整
理
し
、
そ
の
現
状
、
た

と
え
ば
内
容
や
所
蔵
先
等
に
つ
い
て
報
告
し
て

い
る
。

　

第
二
部
に
は
、
柴
田
幹
夫
「
辛
亥
革
命
と
大

谷
光
瑞
」、
加
藤
斗
規
「
辛
亥
革
命
期
、
清
国

留
学
生
盛
先
覚
と
大
谷
光
瑞
の
会
談
に
つ
い
て

─
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
「
帰
蔵
」
問
題
と「
五

族
共
和
」
論
に
関
連
し
て
」、
白
須
淨
眞
「
外

務
本
省
に
提
出
さ
れ
た
西
蔵
問
題
に
係
わ
る
一

報
告
書

─
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
）
？

二
月
十
三
日
、
西
本
願
寺
が
提
出
し
た
報
告
書

の
紹
介
と
そ
の
解
説
」、
高
木
康
子
「
明
治
日

本
と
「
喇
嘛
教
」

─
北
京
雍
和
宮
活
仏
阿
嘉

呼
図
克
図
の
来
日
を
中
心
と
し
て
」、
白
須
淨

眞
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
に
よ
る
明
治
天
皇
へ

の
上
書
・
献
納
品
謝
絶
の
顚
末

─
「
自
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
至
大
正
六
年
（
一
九
一

七
）、
西
蔵
・
達
頼
喇
嘛
ヨ
リ
我
皇
室
ヘ
献
納
品

謝
絶
一
件
」
と
題
さ
れ
た
外
務
省
外
交
記
録
の

紹
介
と
解
説
」
の
五
篇
を
収
め
る
。
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交
記
録
を
活
用
し
た
研
究
を
積
極
的
に
進
め
、

そ
の
成
果
の
発
表
に
努
め
て
い
る
。
外
務
省
の

外
交
記
録
と
英
国
イ
ン
ド
政
庁
の
外
交
記
録
を

併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
瑞
と
大

谷
探
検
隊
の
研
究
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と

言
え
よ
う
か
。
そ
し
て
、
国
際
政
治
社
会
の
中

に
探
検
隊
の
活
動
を
正
当
に
位
置
付
け
、
そ
れ

を
評
価
す
る
こ
と
は
大
変
に
意
義
深
い
と
い
う

こ
と
を
本
書
に
よ
っ
て
確
か
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

　

国
際
政
治
社
会
の
な
か
で
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
光
瑞
は
、
一
九
四
八
年
、
大
分
県
別
府
市

の
鉄
輪
に
て
示
寂
し
た
。
現
在
、
本
願
寺
別
府

別
所
に
大
谷
記
念
館
が
設
け
ら
れ
、
光
瑞
ゆ
か

り
の
法
衣
や
法
具
、
遺
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
少
し
離
れ
た
大
谷
公
園
に
は
、
一
九
九

七
年
、
光
瑞
の
五
十
回
忌
を
記
念
し
て
、
光
瑞

お
よ
び
探
検
隊
員
た
ち
を
顕
彰
す
る
碑
が
建
て

ら
れ
た
。
確
か
、碑
文
は
白
須
に
よ
る
も
の
で
、

光
瑞
た
ち
に
寄
せ
る
白
須
の
深
い
思
い
が
、
し

み
じ
み
と
伝
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
な
か
の
・
て
る
お　

東
京
文
化
財
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　

✥

　

柴
田
幹
夫
は
、
辛
亥
革
命
に
際
し
て
、
光
瑞

が
発
し
た
指
令
、
西
本
願
寺
が
行
っ
た
救
護
活

動
な
ど
に
つ
い
て
、「
教
海
一
瀾
」
な
ど
の
新

聞
記
事
を
丹
念
に
調
べ
、
光
瑞
が
革
命
の
両
勢

力
と
積
極
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結

局
、
革
命
後
の
中
国
の
政
局
に
対
し
て
発
言
力

を
得
た
こ
と
を
描
き
だ
し
た
。
辛
亥
革
命
が
チ

ベ
ッ
ト
問
題
に
繫
が
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
が
、
中
国
の
政
治
体
制
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
思

惑
や
動
向
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ラ

イ
ラ
マ
と
親
し
い
光
瑞
も
否
応
な
く
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
。
加
藤
斗

規
は
、内
藤
湖
南
の
著
作
に
そ
の
名
が
見
え
る
、

中
国
か
ら
の
留
学
生
の
盛
先
覚
が
、
光
瑞
を
介

し
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
に
接
触
し
た
い
と
考

え
、
光
瑞
と
下
関
で
会
談
す
る
顚
末
を
紹
介
す

る
。
辛
亥
革
命
以
後
の
チ
ベ
ッ
ト
の
あ
り
よ
う

に
関
わ
る
光
瑞
の
意
図
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
帰
蔵

に
よ
る
光
瑞
の
失
望
な
ど
、
面
白
い
事
実
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
白
須
淨
眞
の
第
二
の
論

文
は
、
光
瑞
が
、
自
ら
の
チ
ベ
ッ
ト
問
題
へ
の

関
与
を
外
務
省
に
報
告
し
た
文
書
に
関
わ
る
一

連
の
史
料
を
紹
介
し
、
解
説
を
付
し
た
も
の
で

あ
る
。
内
容
か
ら
み
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
光
瑞

が
作
成
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
外
交
記
録
を

資
料
と
し
て
扱
う
研
究
手
法
の
サ
ン
プ
ル
に
も

な
っ
て
い
る
。
高
木
康
子
の
第
二
の
論
文
は
、

北
京
雍
和
宮
の
活
仏
で
あ
る
阿
嘉
呼
図
克
図

（
ア
キ
ャ
フ
ト
ク
ト
）
の
来
日
の
顚
末
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
折
の
仏
教
界
の
対
応
の
構
図
が
、

の
ち
に
大
谷
尊
由
（
光
瑞
の
弟
）
ら
が
五
台
山

に
お
い
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三
世
と
会
談
し
た
折

に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
白

須
淨
眞
の
第
三
の
論
文
は
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
十
三

世
が
河
口
慧
海
に
託
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
金
銅

仏
な
ど
を
皇
室
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
時
に
、

日
本
の
外
務
省
が
そ
れ
を
謝
絶
し
た
事
件
を
取

り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
扱
っ
た
外
交
記
録
の

中
に
は
、
先
の
奥
山
論
文
を
補
足
す
る
も
の
も

見
ら
れ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に
対
す
る
日
本
政

府
の
態
度
や
、
光
瑞
の
慧
海
に
対
す
る
評
価
が

う
か
が
わ
れ
る
の
も
興
味
深
い
。
以
上
が
第
二

部
の
構
成
で
あ
る
。
各
論
文
は
、
巧
み
に
連
関

し
、
呼
応
し
あ
っ
て
お
り
、
白
須
の
構
成
力
に

は
脱
帽
す
る
し
か
な
い
。

　

白
須
が
、
柴
田
と
と
も
に
、
光
瑞
に
関
わ
る

外
交
記
録
を
見
出
し
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
の

こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
以
降
、
白
須
は
外


